
遺
　
稿

教

観

樹

扇

録

筆
訪

桃

井

観

城
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教

観

樹

扇

録

謀
態

讃
　藪崎け回
“̈い副を動に昴費触れ̈
　
繹　日　興

今
惟
に
春
夏
は
東
南
よ
り
末

つ
て
風
は
嚢
心
修
行
の
教
を
説
き
、
秋
冬
は
西
北
に
逝
き
て
月
は
菩
提
涅
槃
の
證
を
顧
す
。
四
序
の
代

謝
萬
物
の
回
韓
は
併
て
己
利
益
他
の
糀
を
示
す
。
況
や
五
陰
和
合
の
有
情
六
根
相
依
の
異
生
に
於
て
を
や
。
何
に
況
や
黒
衣
の
沙
門
白

法
の
比
丘
、
寧
ぞ
解
悟
の
小
智
弘
経
の
微
志
莫
け
ん
。
然
り
と
雖
も
自
行
捨
長
の
葉
は
殆
ど
碧
慕
よ
り
も
短
く
、
化
物
遠
行
の
翼
は
宛

も
蒼
蠅
よ
り
も
小
な
し
。
何
に
由
て
か
入
空
出
似
の
大
虚
に
極
む
る
こ
と
を
得
ん
。
若
か
ず
、
佛
祀
千
尋
の
松
頭
に
懸
り
、
紳
力
萬
里

の
膜
尾
に
附
せ
ん
に
は
。
粗

一
賓
の
妙
菓
を
拾

つ
て
三
身
満
徳
の
種
子
を
植
え
、
三
千
恵
日
を
磨
い
て
五
住
二
死
の
堅
氷
を
碑
き
、
五

玄
の
良
薬
を
持
い
て
三
十
七
尊
の
遠
壽
を
長
せ
ん
と
働
む
。
伏
て
願
く
ば
佛
海
納
受
の
流
を
開
い
て
浅
智
の

一
滴
を
牽
き
、
法
山
に
哀

憐
の
嵐
を
下
し
て
短
才
の
細
塵
を
上
せ
ん
こ
と
を
。
唯
だ
無
文
の
小
弟
に
播
し
て
深
く
外
の
嘲
瞬
を
憚
る
の
み
。

大
論

（廿
ニ
ノ
廿
八
）
是
法
は
是
れ
十
方
三
世
諸
佛
の
師
な
り
と
雖
も
、
佛
は
能
く
是
法
を
演
出
し
、
其
功
大
な
る
が
故
な
り
。
普

へ
ば
雪
山
の
中
に
賓
山
有
り
、
賓
山
の
頂
に
如
意
賓
珠
有
り
、
種
子
の
費
物
多
し
。
人
有
り
、
上
ら
ん
と
欲
し
、
或
は
半
道
よ
り
還
る

者
有
り
、
近
づ
き
て
而
も
還
る
者
有
り
、

一
の
大
徳
の
國
王
有
り
て
衆
生
を
憐
慈
し
て
鶯
に
大
梯
を
作
ら
ん
に
、
人
民
は
大
小
乃
至
七

歳
の
小
兒
ま
で
皆
山
に
登
る
を
得
、
意
に
随

つ
て
如
意
賓
珠
等
の
賓
物
を
取
る
が
如
し
。
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教

道

指

南

録

抑
も
教
相
と
は
上
聖
下
に
被
ら
し
む
の
言
な
り
。
聖
人
教
を
布
く
に
略
し
て
三
種
有
り
。
所
謂
椎
述
本
是
れ
な
り
。
初
に
説
教
に
就

い
て
五
味
八
教
の
浅
深
、
漸
頓
偏
園
の
危
妙
有
り
と
雖
も
、
爾
前
の
教
味
を
合
し
て
以
て
楢
教
と
稽
す
。
故
に
繹

（玄

一
）
に
曰
く
初

に
八
教
を
明
し
て
以
て
音
を
辮
ず
文
。
又

（玄
五
）
成
道
已
末
四
十
餘
年
未
頴
員
費
と
云
ふ
文
。
経
文
は
之
を
略
す
。
次
に
受
盆
に
於
て

亦
た
三
乗
得
悟
の
不
同
、
七
九
伏
断
の
差
別
有
り
と
雖
も
、
四
味
の
得
利
を
束
し
て
熟
盆
と
目
く
、
故
に
繹

（記

一
）
に
云
く
中
間
更

に
相
逢
ふ
調
伏
長
養
に
値
ひ
而
し
て
之
を
成
熟
す
る
な
り
と
文
。
経
文
は
之
を
略
す
。
亦
た
権
教
と
熟
盆
と
を
拳
げ
て
花
に
善
ふ
。
故
に

繹

（玄

一
）
に
云
く
蓮
の
鶯
の
故
の
花
、
賞
の
鶯
に
権
を
施
す
に
書
ふ
。
文
に
云
く
雖
示
種
々
之
道
文
。
又
云
く
種
々
道
と
言
ふ
は
雨
教

因
人
五
時
八
教
の
故
に
種
々
と
言
ふ
文
。
経
に

（無
量
義
経
）
日
種
々
説
法
未
頴
員
賓
文
配
赫
徹
。
第
二
に
述
門
と
は
亦
た
番
々
出
世
の
不

同
、
開
顧
長
短
の
差
異
有
り
と
雖
も
、
述
佛
所
説
の

一
乗
を
合
し
て
以
て
述
門
と
鶯
す
。
所
以
に
本
法
の
枝
葉
な
る
が
故
に
喚
で
述
と

鶯
す
。
故
に
繹

（玄

一
）
に
云
く
本
よ
り
述
を
垂
る
、
述
は
本
に
依
る
文
。
亦
た
住
行
向
地
の
高
下
、
分
證
究
党
の
浅
深
有
り
と
雖
も
、

開
櫂
顧
賓
の
入
理
を
合
し
て
以
て
脱
盆
と
鶯
す
。
故
に
繹

（疏

一
）
に
云
く
雨
花

（四
位
）
動
地

（六
番
）
皆
な
如
末
滅
度
を
以
て
之

を
度
脱
す
文
。
亦
た
述
門
と
脱
盆
と
を
以
て
畢
げ
て
梢
菓
に
類
す
。
故
に
繹

（玄
）
に
云
く
蓮
成
を
顧
責
に
善
ふ
文
。
又
云
く
蓮
成
を
顧

本
に
書
ふ
文
。
終
に
慶
権
と
熟
と
を
以
て
宗
と
鶯
す
。
故
に
繹
に
云
く
華
落
を
慶
権
に
書

へ
蓮
成
を
立
賞
に
喩
ふ
。
又
云
く
蓮
成
を
立
本

に
善
ふ
文
。
こ
の
中
に
壽
量
前
後
の

一
品
二
半
は
垂
教
受
盆
倶
に
之
れ
本
門
な
り
と
雖
も
過
去
本
法
の
種
子
に
望
て
撮
し
て
述
門
と
鶯
す
。

故
に
繹
に
云
く
道
を
増
し
生
を
損
す
皆
是
れ
述
中
の
盆
な
り
文
。
柳
か
雨
虎
得
悟
の
異
を
辮
ぜ
ば
、
唯
だ
述
の
三
周
の
教
盆
は
未
熟
の
菓

の
如
く
、
壽
量
の
増
損
は
純
熟
の
菓
の
如
し
、
故
に
繹
に
云
く
己
心
の
三
千
は
述
門
も
之
を
頴
さ
ず
、
時
機
未
熟
の
故
に
盟
辮
。
次
に

本
法
と
は
、
能
頴
は
八
品
顧
本
の
制
に
有
り
、
所
顧
は
過
去
本
因
の
虎
に
在
り
。
所
謂
上
行
所
付
の
要
玄
是
れ
な
り
。
繹

（玄

一
）
に

-37-



云
く
此
の
妙
法
蓮
華
経

（所
顧
之
虎
な
り
）
は
本
地
甚
深
の
奥
蔵
な
り
文
。
又
云
く

（竹
）
本
證
に
由
る
が
故
に
能
く
之
を
説
く

罷
顧

之
虎
な
２

述
中
説
く
と
雖
も
功
を
推
す
に
在
る
こ
と
有
り
故
に
本
地
と
云
ふ
文
。
植
述
の
能
生
な
り
。
故
に
構
し
て
本
法
と
日
ふ
。

一
切

衆
生
稟
法
の
始
め
な
り
。
之
を
喚
で
下
種
と
言
ふ
。
拳
げ
て
泥
中
の
蓮
子
に
替
ふ
。
第
二
番
已
下
中
間
今
日
の
教
味
を
も
つ
て
芳
し
て

蓮
子
所
生
の
華
菓
に
類
す
。
故
に

（記

一
）
本
時
の
自
行
の
み
唯
だ
園
と
合
す
化
他
は
不
定
に
し
て
亦
た
八
教
有
り
と
繹
し
、
又
蓮
を

本
に
書

へ
花
を
述
に
書
ふ
と
判
じ
、
或
は
衆
生
久
遠
に
佛
の
善
巧
を
蒙
る
種
を
し
て
佛
道
の
因
縁
と
定
む
盟
轟
。
右
二
重
の
虚
賞
を
辮

ず
る
は
従
本
垂
述
従

一
出
多
の
四
味
八
教
及
び
三
五
七
九
の
得
悟
、
悉
く
久
遠

一
妙
の
果
海
に
婦
し
、
本
因
下
種
の
成
都
に
昇
れ
ば
槽

述
の
人
果
頭
無
人
と
成
り
、
五
味
八
教
は
有
名
無
賓
と
成
る
。
故
に

（弘
三
）
云
く
所
以
に
久
遠
に
は
必
ず
大
者
無
し
印
ち
小
乗
を
し

て
衆
法
を
成
ぜ
ざ
ら
し
む
、
一九
本
を
以
て
の
故
に
諸
行
成
ぜ
ず
樹
の
根
無
き
が
如
く
花
菓
成
ぜ
ざ
る
な
り
文
。
又
今
日
の
馨
聞
禁
戒
を
具

す
る
者
を
云

へ
り
云
々
。
而
る
に
信
力
堅
固
の
人
は
久
遠
下
種
の
醐
に
於
て
熟
脱
を
究
む
。
此
の
時
は
六
印
の
階
級
を
以
て
三
盆
を
定

む
。
所
以
は
権
述
に
下
ら
ざ
る
本
法
の
直
機
な
る
故
に
。
夫
れ
名
字
本
覺
の
位
は
下
種
な
り
、
観
行
相
似
は
熟
、
分
員
究
党
は
脱
な
り
。

斯
の
如
く
脱
の
朝
下
種
に
婦
す
れ
ば
名
字
下
種
の
蓮
子
究
党
し
て
純
熟
の
蓮
子
と
全
く

一
如
な
る
を
本
末
究
寛
等
と
云
ふ
な
り
。
是
れ

我
等
が
衆
生
の
欣
求
す
べ
き
虎
な
り
。
故
に
嚢
願
の
文
に
理
印
名
字
観
行
相
似
分
員
究
寛

一
生
辮
ず
べ
し
と
繹
す
と
云
々
。
今
述
ぶ
る

所
は
退
本
取
述
の
機
に
就
い
て
槽
述
の
化
導
有
り
、
種
熟
脱
之
に
例
し
て
之
を
知
る
べ
し
。
又
四
節
の
捨
進
味
々
會
々
の
三
盆
有
り
と

雖
も
、
下
種
と
は
久
遠
な
り
。
台
家
所
談
の
久
遠
と
営
家
と
の
不
同
口
博
之
在
り
、
宗
教
宗
旨
の
不
同
之
を
思
ふ
べ
し
。

仰
に
云
く
教
に
就
い
て
六
種
八
種
の
四
教
を
立
つ
、
味
に
於
て
横
竪
十
番
の
異
を
論
じ
、
得
盆
に
付
て
不
定
毒
奎
被
接
開
會

の
差
別

を
定
む
。
皆
な
是
れ
初
重
の
教
融
之
れ
上
に
論
ぜ
ざ
る
事
な
り
。
営
家
の
心
は
第
二
師
弟
の
遠
近
を
以
て
立
ち
還
り
化
導
の
無
始
を
取

る
。
下
種
の
上
に
於
て

一
切
之
を
談
ず
る
は
本
門
の
教
相
な
り
。
五
味
主
な
り
。
従
因
至
果
は
始
覺
の
教
相
、
従
果
向
因
は
本
覺
の
教

相
な
り
と
云
ふ
文
義
の
口
博
之
在
り
云
々
。
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示
し
て
云
く
、
在
世
脱
盆
も
尚
ほ
下
種
に
掃
せ
ば
檀
述
営
分
の
盆
無
し
、
況
や
末
代
下
種
の
時
焉
ぞ
未
熟
の
述
門
と
普
花
の
権
教
と

に
巨
盆
有
ら
ん
や
。
況
や
諸
宗
の
佛
種
を
断
じ
槽
に
執
す
る
も
の
を
や
。
故
に
繹

（観
心
抄
）
に
云
く
爾
前
述
門
の
園
尚
ほ
佛
因
と
成

ら
ず
況
や
諸
宗
を
や
と
、
経
に
云
く
若
人
不
信

（乃
至
）
印
断

一
切
世
間
佛
種
云
々
。

観

門

櫃

健

録

夫
れ
心
地
得
法
の
観
門
を
明
さ
ば
唯
識
唯
心
三
諦
三
千
線
明
歴
餘
の
不
同
な
り
と
雖
も
、
先
づ
須
く
心
地
の
正
證
を
知
る
べ
し
。
今

略
し
て
三
重
の
起
壷
を
出
さ
ん
。　
一
に
は
衆
生
の
心
地
、
二
に
は
佛
果
の
心
性
、
三
に
は
不
二
の
本
源
な
り
。
初
に
衆
生
の
心
地
に
就

い
て
六
凡
九
界
の
軽
重
五
住
二
死
の
不
同
有
り
と
雖
も
、
貪
瞑
癌
の
三
毒
を
以
て
衆
生
の
心
地
の
自
膿
と
鶯
す
。
故
に
繹

（止
五
）
に

云
く
心
三
毒
を
起
す
印
ち
衆
生
と
名
く
文
。
而
る
に
世
人
多
く
は
顛
倒
妄
見
の
迷
情
を
以
て
漫
り
に
佛
心
と
稽
す
、
是
に
邪
見
の
致
す
所

な
り
。
故
に
繹

（止

一
）
し
て
若
無
知
起
培
上
慢
と
云
ふ
。
是
の
如
き
邪
人
那
ぞ
罪
苦
を
免
れ
ん
や
。
故
に
経

（方
便
品
）
に
云
く
培

上
慢
比
丘
特
墜
於
大
坑
文
。
三
途
の
大
火
坑
怖
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

次
に
佛
果
の
心
性
と
は
亦
た
楢
賞
四
佛
の
浅
深
三
身
本
述
の
高
下
有
り
と
雖
も
、
同
く
理
智
慈
悲
の
三
軌
を
以
て
佛
果
の
心
地
自
謹

と
鶯
す
。
故
に
繹

（玄
五
）
に
云
く
三
法
秘
蔵
を
名
て
園
果
と
鶯
す
文
。
第
二
に
不
二
未
分
の
本
源
と
は
三
諦
法
性
員
如
賞
際
是
れ
な
り
。

故
に

（義
例
）
員
如
海
中
生
佛
俄
名
を
し
て
絶
せ
し
む
と
云
ふ
。
今
誠
に
二
重
心
地
の
所
在
を
明
す
べ
し
。
先
づ
爾
前
櫂
門
に
は
唯
だ

衆
生
の
迷
心
の
み
を
説
き
て
佛
果
の
覺
心
を
談
ぜ
ず
、
故
に
経
に
云
く
未
頴
員
費
文
。
繹

（竹
二
）
に
云
く
九
界
を
櫂
と
鶯
す
権
と
は
九

界
な
り
衆
生
の
迷
心
な
り
配
隷
辟
。
次
に
今
経
に
至
つ
て
正
し
く
佛
果
の
悟
心
を
説
く
故
に

一
切
衆
生
始
め
て
佛
心
を
得
。
文
に
云
く
要

営
説
員
賞
文
。
繹

（竹
二
）
に
云
く
佛
界
を
費
と
鶯
す
費
と
は
佛
心
な
り
。
之
の
事
は
経
繹
の
定
判
、
鏡
前
の
高
像
な
り
。
又

（玄
）
云

く
妙
と
は
心
佛
衆
生
の
三
法
妙
な
り
文
。
既
に
心
法
妙
と
云
ふ
、
妙
覺
の
悟
心
に
非
ず
や
盟
幣
。
　

次
に
本
源
を
明
さ
ば
開
槽
頴
賞
の
暁
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き
迷
悟

一
如
の
月
晴
れ
て
生
佛
の
心
地
は
融
妙
な
り
。
之
を
構
し
て
心
法
妙
と
篤
す
。
之
を
繹
し
て
迷
悟
の
根
源
果
徳
の
理
本
と
云

ヘ

リ
。
然
り
と
雖
も
未
だ
嚢
述
頴
本
せ
ざ
れ
ば
佛
心
尚
ほ
果
頭
の
別
を
帯
ぶ
。
故
に
覺
悟
の
心
法
猶
ほ
歴
別
な
り
。
迷
悟
の
心
護
何
ぞ
相

印
す
る
こ
と
を
得
ん
。
故
に

（開
目
抄
）
員
の

一
念
三
千
も
顧
れ
ず
と
判
じ
。
（営
膿
義
抄
）
述
門
の
佛
は
尚
ほ
未
断
惑
と
云
は
る
と
定

め
給
ふ
。
又
口
密
は
始
成
正
覺
の
旨
を
説
き
、
意
密
は
久
遠
賞
成
の
事
を
了
す
。
既
に
言
と
心
と
乖
角
す
、
何
ぞ
佛
心
を
構
せ
ん
や
。

故
に

（観
心
本
尊
抄
）
覆
蔵
邪
見
と
嫌
ひ
給
ふ
。
次
に
頴
本
遠
壽
の
朝
に
至
つ
て
十
界
久
遠
の
恵
日
高
く
心
地
の
本
源
に
係
つ
て
忽
ち

顧
る
。
所
謂
九
界
の
迷
心
地
涌
千
界
の
本
心
に
入
り
、
佛
果
の
悟
心
正
在
報
身
の
覺
心
に
掃
す
れ
ば
、
本
因
本
果

一
如
の
法
性
な
り
。

之
を
呼
ん
で
員
の

一
念
三
千
三
諦
の
法
性
と
日
ふ
盟
麟
。
愛
に
極
妙
園
頓
の
直
機
檀
述
迷
悟
の
心
境
を
歴
ず
、
頓
に
迷
覺
未
分
の
元
起

を
観
る
と
き
、
境
を
本
極
の
果
海
に
立
て
智
を
法
性
の
淵
底
に
懸
く
。
謂
く
覺
の
根
源
は
朗
然
な
り
、
大
果
無
作
の
報
佛
是
れ
な
り
。

迷
心
の
元
起
と
は
法
性
の
反
て
無
明
の
細
念
と
作
る
是
れ
な
り
。
不
二
の
員
謹
と
は
本
佛
の
所
詮

一
妙
の
正
軌
是
れ
な
り
。
斯
く
不
二

の
湖
海
の
上
に
退
本
取
述
の
寒
風
潜
か
に
員
如
三
軌
の
清
水
を
扇
ぎ
結
で
は
痰
惑
三
毒
の
堅
氷
と
成
る
。
七
識
六
識
の
霜
雪
を
重
ね
て

五
道
六
凡
の
寒
苦
に
迫
ら
る
。
故
に
繹
に
云
く
無
明
療
惑
本
と
是
れ
法
性
療
迷
を
以
て
の
故
に
法
性
反
て
無
明
と
作
る
諸
の
顛
倒
善
不

善
等
を
起
す
寒
末
れ
ば
水
を
結
で
反
て
堅
氷
と
作
る
が
如
し
文
。
今
直
達
の
園
観
と
は
相
印
融
通
の
覺
膿
な
り
。
所
以
は
氷
は
本
末
水
の

性
を
具
す
故
に
九
界
に
無
始
の
佛
界
を
具
す
と
観
ず
、
水
に
無
始
よ
り
氷
の
徳
を
備
ふ
故
に
佛
果
に
無
始
の
九
界
を
備
ふ
と
観
ず
。
本

因
本
果

一
妙
な
り
久
遠
な
り
。
幸
な
る
哉
我
等
凡
夫
、
終
窮
究
党
の
極
談
を
稟
け
て
六
識
危
強
の
三
毒
を
押

へ

（六
識
所
観
八
識
九
識

所
観
口
博
あ
り
）
九
識
妙
果
の
三
軌
な
り
と
観
ず
文
。
此
時
生
死
の
長
夜
朗
に
明
け
て
三
千
遍
照
の
春
の
恵
日
心
地
の
大
虚
に
耀
く
時
、

無
始
輪
廻
の
生
死
煩
悩
の
堅
氷
忽
ち
砕
け
て
本
末
具
足
の
菩
提
涅
槃
の
知
水
印
ち
暖
な
り
。
故
に
経

（普
賢
経
）
に
云
く
衆
罪
如
霜
露

恵
日
能
消
文
ｏ
又

（無
量
義
経
）
云
く
生
死
煩
悩

一
時
断
壊
文
。
又

（今
経
）
云
く
此
経
能
解

一
切
生
死
之
縛
文
。
已
上

仰
に
云
く
爾
前
に
は
記
小
は
之
を
顧
さ
ず
十
界
互
具
之
無
し
、
故
に
三
諦
三
千
の
心
法
は
各
別
な
り
。
故
に
隔
歴
の
三
諦
危
法
な
り
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文
。
述
門
に
は
理
具
の
三
千
三
観
は
之
を
談
ず
、
然
り
と
雖
も
本
因
本
果
互
具
せ
ず
、
故
に
三
千
三
観
之
無
し
何
ぞ
心
法
妙
な
り
と
云
は

ん
や
。
今
本
因
妙
上
行
九
界
久
遠
な
る
故
に
衆
生
妙
な
り
。
本
果
妙
の
繹
尊
は
佛
界
久
遠
な
る
故
に
佛
法
妙
な
り
。
因
果
國
の
三
妙
合

論
す
れ
ば

一
念
三
千
な
り
。
故
に
心
法
妙
な
り
。
妙
と
は
久
遠
と
云
ふ
事
な
り
。
師
弟
の
遠
妙
之
を
思
ふ
べ
し
。
故
に

一
心
三
諦
は
述

門
な
り

一
心
三
観
は
本
門
な
り
、
同
證
境
智
の

一
心
三
観
な
り
。
本
述
と
云
ふ
口
博
は
述
中
の
本
述
な
り
。
委
く
は
立
正
観
抄
の
口
博

の
如
し
。

示
し
て
云
く
心
地
と
は

一
念
三
千
な
り
、
爾
前
に
は

一
念
三
千
之
無
し
、
故
に
心
地
の
膿
全
く
闘
ぐ
。
述
門
は
本
無
今
有
の
百
界
千

如
と
繹
す
。
故
に
賞
膿
有
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
繹

（十
玄
抄
）
し
て

一
念
三
千
は
述
門
之
を
説
か
ず
況
や
爾
前
を
や
、
何
に
況
や
騨
宗

を
や
。
故
に
繹

（弘

一
）
し
て
全
所
観
の
境
無
く
所
期
の
果
無
し
。
経
に
云
く
非
佛
弟
子

（乃
至
）
皆
是
捨
上
慢
。

要

蔵

開

示

録

原
開
嚢
自
證
の
要
腱
と
は
上
末
所
談
の
教
行
畢
党
の
自
膿
な
り
。
全
く
教
行
を
離
れ
て
自
證
の
法
あ
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
教
の
外
に

證
を
論
ぜ
ば
言
と
心
と
各
別
に
し
て
、
尚
ほ
世
間
賢
聖
の
法
に
非
ず
。
安
ぞ
佛
法
と
稀
せ
ん
や
。
然
に
植
門
邪
観
の
族
、
咄
り
て
教
を

襦
し
て
理
を
尚
む
、
誰
か
許
し
て
佛
法
者
と
道
は
ん
や
。
今
能
詮
の
教
行
に
順
じ
て
粗
ぼ
三
重
の
在
無
を
明
す
べ
し
。
先
づ
槽
観
襦
騨

を
言
は
ば
爾
前
方
便
の
席
に
於
て
は
都
て
教
理
膿

一
の
旨
を
談
ぜ
ず
。
故
に
金
剛
経
に
云
く
以
音
撃
求
我
是
人
行
邪
道
不
能
見
如
末
文
。

拐
伽
経
に
云
く
我
徒
得
道
夜
至
涅
槃
夜
不
説

一
字
文
。
大
明
録
に
云
く
賞
相
は
無
相
な
り
涅
槃
妙
心
は
教
外
別
博
不
立
文
字
な
り
文
。
此

等
の
文
義
を
伺
ふ
に
教
を
離
れ
て
理
有
り
と
云
ふ
。
誠
に
心
と
言
と
乖
角
す
。
是
れ
則
ち
塵
印
法
界
の
義
を
窮
め
ず
、
権
教
な
る
故
な

り
。
故
に
繹
に
云
く
櫂
教
に
於
て
は
苦
窮
を
須
ひ
ず
文
ｏ
又
権
門
に
は
佛
意
を
顆
さ
ざ
る
故
な
り
。
故
に
繹
に
云
く
佛
法
に
非
ら
ざ
る
故

な
り
、
員
費
に
非
ら
ざ
る
故
な
り
文
。
聞
位
に
行
證
を
収
め
ず
ん
ば
如
説
の
行
と
は
雖
も
何
ぞ
賓
理
を
證
せ
ん
。
さ
れ
ば
其
の
教
を
稟
く
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る
者
は
敷
ば
龍
鱗
よ
り
も
多
く
其
の
悟
を
得
る
の
徒
は
宛
も
麟
角
よ
り
も
稀
な
り
。
故
に
経

（無
量
義
経
）
に
云
く
宣
説
菩
薩
歴
劫
修

行
終
不
得
成
阿
将
多
羅
三
貌
三
菩
提
文
。
今
経
に
云
く
不
聞
法
華
経
去
佛
智
甚
遠
文
盟
纂
。

第
二
に
賞
法
を
示
せ
ば
今
経
に
至
つ
て
檀
門
を
破
す
。
盆
小量
義
経
）
云
く
不
是
直
道
文
。
又

（同
経
）
云
く
以
方
便
力
未
顧
員
賓
文
。

又

（方
便
品
）
云
く
正
直
捨
方
便
文
離
螺
。
故
に
繹

（竹
九
）
に
云
く
法
華
折
伏
破
権
門
理
文
。
経

（方
便
品
）
に
云
く
不
聞
不
知
諸
佛

如
末
但
教
化
菩
薩
事
此
非
佛
弟
子
営
知
此
輩
皆
是
捨
上
慢
人
所
以
者
何
若
有
比
丘
責
得
阿
羅
漢
若
不
信
此
法
無
有
是
虎
文
。
又
霊
日
賢
経
）

云
く
若
欲
疾
成
阿
将
多
羅
三
貌
三
菩
提
應
営
讀
誦
大
乗
経
典
営
作
是
観
是
名
正
観
若
佗
観
者
是
名
邪
観
文
。
又

（涅
槃
経
Ｙ
バ
く
若
有
不

随
佛
所
説
者
是
魔
春
属
文
薩
理
。
故
に
繹
に
云
く
無
文
の
文
證
は
悉
く
是
れ
邪
な
り
同
く
彼
の
外
道
の
謂
な
り
文
。
そ
ぞ
ろ
に
金
剛
普
賢

雨
経
の
文
の
相
違
を
安
ず
る
に
昔
は
音
馨
を
求
め
る
を
以
て
邪
道
と
嫌
ひ
今
は
言
教
を
捨
て
以
て
邪
観
を
破
す
。　
一
佛
の
所
説
水
火
な

り
。
檀
賞
の
相
違
目
を
閉
ぢ
て
知
る
べ
し
。
所
詮
随
他
意
語
な
る
も
の
は
佛
意
を
隠
す
語
な
る
が
故
に
之
を
求
む
る
の
人
徒
に
佛
智
を

得
ず
故
に
邪
道
と
破
す
。
随
自
意
語
な
る
も
の
は
佛
智
を
含
む
語
な
る
が
故
に
之
の
観
を
捨

つ
れ
ば
忽
ち
佛
種
を
断
破
す
故
に
邪
観
と

責
む
。
心
を
留
め
て
知
る
べ
し
。
夫
れ
賓
教
と
は
教
證
線
じ
て
憎

一
な
り
。
故
に
諸
法
責
相
と
云

へ
り
文
。
十
界
の
依
正
を
直
指
し
て
賓

相
の
理
膿
と
云
ふ
。
水
鳥
樹
林
の
響
、
風
波
動
静
の
音
併
て
法
性
の
至
理
な
り
。
那
ぞ
覺
悟
の
音
聟
を
離
れ
て
別
に
正
覺
の
理
智
有
ら

ん
や
。
故
に
繹

（竹
十
）
に
云
く
請
を
受
け
て
説
く
時
只
だ
是
れ
教
意
、
教
意
は
印
ち
是
れ
佛
智
、
佛
智
は
至
深
な
り
、
是
の
故
に
三

止
四
請
と
文
。
又
経
に
云
く
須
史
聞
之
印
得
究
党
文
。
間
と
は
教
な
り
究
寛
と
は
證
な
り
印
と
は
不
二
な
り
。
又
云
く
観

一
切
法
空
如
賞

相
文
。
三
千
の
依
正
、　
一
切
の
諸
法
は
賞
相
の
妙
心
な
り
と
之
を
観
ず
。
那
ぞ
別
に
心
地
の
得
法
有
ら
ん
や
。
故
に
繹

（止
五
）
に
云
く

只
だ
心
は
是
れ

一
切
法
、
一
切
法
は
是
れ
心
な
り
文
壁
案
。
　

第
二
に
本
證
を
明
せ
ば
初
に
は
本
述
の
起
壷
を
示
し
、
次
に
本
證
の
直
膿

を
出
す
。
凡
そ
本
述
の
理
の
浅
深
は

一
夜
の
大
業
な
り
。
的
時
の
所
記
は
争
か
輛
く
之
を
顧
さ
ん
。
且
く

一
端
を
論
ず
れ
ば
先
づ
述
門

に
於
て
諸
法
賓
相
の
旨
を
明
し
教
行

一
如
の
談
を
赦
す
と
は
、
其
儀
略
し
て
上
の
所
述
の
如
し
。
然
り
と
雖
も
不
愛
員
如
の
理
内
に
寄

-42-



せ
て
随
縁
員
如
の

一
分
を
談
ず
る
が
故
に
、
経
に
是
法
住
法
位
世
間
相
常
住
と
云

へ
り
文
。
員
如
の
法
位
を
離
れ
て
更
に
高
法
の
常
を
赦

さ
ず
。
頗
る
慶
詮
談
の
旨
に
似
た
り
。
是
れ
則
ち
佛
身
に
於
て
法
身
常
と
報
應
の
無
常
と
を
明
す
が
故
な
り
。
法
惜
亦
た
理
確
は
常
な

り
。
事
用
は
無
常
な
り
。
那
ぞ
事
の
教
と
理
の
詮
と
全
く
不
二
な
ら
ん
や
。
故
に

（観
心
抄
）
繹
し
て
述
門
は
始
成
正
覺
の
佛
、
本
無

今
有
の
百
界
千
如
を
説
く
、
本
門
は
教
主
既
に
始
成
正
覺
に
非
ら
ず
、
所
説
の
法
亦
た
天
地
の
如
し
と
云

へ
り
文
。
抑
も
所
證
の
膿
と
は

何
物
ぞ
や
諸
法
費
相
是
れ
な
り
。
述
門
に
は
本
國
土
妙
を
顧
さ
ざ
る
が
故
に
依
報
の
諸
法
に
疵
有
り
。
本
因
果
妙
を
覆
蔵
す
る
が
故
に

正
報
の
諸
法
に
過
ち
あ
り
。
而
る
に

（竹
二
）
二
門
の
饉
雨
虎
殊
な
ら
ず
と
云
ひ
、
（竹
七
）
本
述
の
膿
其
の
理
殊
な
ら
ず
と
繹
す
る
は

是
れ
約
教
不
了
の
判
教
な
り
。
又

（記

一
）
述
に
約
し
て
開
檀
頴
費
、
本
に
約
し
て
開
櫂
顧
賞
と
繹
し
、
況
や
開
頴
賞
、
況
や
久
遠
賓

と
判
ず
る
は
是
れ
亦
た
賞
相
に
於
て
二
虎
の
浅
深
を
立
つ
る
に
非
ら
ず
や
。
其
の
上
宗
の
意
は
謹
妙
を
以
て
所
詮
と
鶯
す
。　
一
往
の
所

談
な
り
。
賞
義
の
證
膿
は
妙
名
に
在
り
。
然
る
を
述
門
に
は
妙
名
を
以
て
俄
名
に
属
す
。
安
ぞ
賞
證
有
ら
ん
や
。
故
に
繹
し
て

（立
正

観
抄
Ｙ
バ
く
此
の
妙
法
は
諸
佛
の
師
な
り
。
経
文
の
如
く
ば
本
門
壽
量
の
境
界
に
し
て
述
門
の
境
界
に
非
ら
ず
文
。
境
界
は
所
證
の
不
同

に
非
ら
ず
や
。
又

（営
膿
義
抄
）
云
く
四
味
三
教
の
菩
薩
、
述
門
の
菩
薩
、
並
に
教
主

（乃
至
法
華
述
門
の
教
主
線
じ
て
本
門
壽
量
の

教
主
を
除
く
外
は
）
本
門
営
膿
蓮
華
の
名
を
も
聞
か
ず
、
何
に
況
や
證
得
せ
む
を
や
文
。
印
に
證
得
無
し
と
之
を
證
す
る
上
の
破
文
此
を

知
る
べ
し
。
是
れ
馨
色
の
近
名
を
俄
り
て
無
相
極
理
に
至
る
。
繹
は
故
に
名
似
謹
賞
の
槽
説
に
し
て
名
證
倶
賓
教
證

一
如
の
直
膿
無
し

と
嫌
ふ
事
な
り
。
次
に
自
證
を
出
さ
ば
十
界
久
遠
の
本
法
上
行
博
付
の
要
蔵
是
れ
な
り
。
所
以
に
本
因
久
遠
の
頴
本
淵
ち
融
て
生
界
の

諸
法
賞
相
な
り
、
本
果
常
住
の
妙
智
の
海
澄
ん
で
佛
界
の
諸
法
員
賞
な
り
。
故
に
如
末

一
切
甚
深
之
事
と
説
き
。
（玄

一
）
賞
相
名
甚
深

と
繹
す
。
又
因
果
國

一
妙
に
し
て
依
正
三
千
是
れ
納
ら
ざ
る
無
き
が
故
に
如
末

一
切
秘
要
之
蔵
と
宣
べ
。
（玄

一
）
正
膿
を
要
と
鶯
す
多

く
含
容
す
る
所
な
り
と
判
ず
。
又
内
證
と
外
教
と
自
在
平
等
な
り
、
故
に
自
在
紳
力
と
云
ふ
。
（玄

一
）
内
用
を
自
在
と
名
け
外
用
を
紳

力
と
名
く
と
繹
す
。
一二
軌
を

一
念
に
線
べ
萬
法
を

一
如
に
掃
す
る
が
故
に
如
末

一
切
所
有
之
法
と
説
く
。
（玄

一
）
一
切
の
法
を
皆
な
撮
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す
る
な
り
繹
す
。
極
佛
所
覺
の
本
法
な
り
。
故
に
如
末

一
切
と
云
ひ
。
（秀
句
）
無
問
自
説
果
分
勝
と
繹
す
。
又

（玄

一
）
三
世
如
末
之

所
證
得
と
繹
し
、
又
繹
し
て
此
の
妙
法
蓮
華
経
は
本
地
甚
深
の
奥
蔵
な
り
と
云
ふ
。
三
世
如
末
の
所
證
得
と
は
既
に
聟
色
の
妙
名
を
指

し
て
所
證
得
と
云
ふ
。
豊
に
教
證
未
分
の
妙
玄
に
非
ら
ず
や
。
又
妙
と
は
妙
名
不
可
思
議
な
り
と
繹
す
文
。
思
と
は
内
心
な
り
議
と
は
言

教
な
り
。
佛
果
己
満
の
言
心
な
り
。
故
に
輛
く
之
を
思
議
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
又
妙
と
は
言
語
同
断
心
行
所
滅
と
云
ふ
文
。
億
恭
な
い

哉
、
言
語
同
断
に
し
て
而
も
口
密
に
唱
ふ
所
、
心
行
所
滅
に
し
て
而
も
意
密
に
信
ぜ
ら
る
。
蓋
し
是
れ
果
中
の
妙
術
な
る
故
な
り
。
三

密
自
在
な
る
が
故
に
盟
轟
。

仰
で
惟
れ
ば
聖
主
世
尊
極
佛
最
上
の
所
證
を
以
て
薄
地
低
下
の
劣
機
を
撮
せ
ん
が
鶯
に
、普
を
良
薬
に
似
り
例
を
痛
子
に
寄
せ
給
ふ
。

経
に
云
く
求
好
薬
草
色
香
美
味
皆
悉
具
足
持
徒
和
合
興
子
令
服
文
。
色
と
は
戒
法
な
り
。
香
と
は
諄
定
な
り
。
美
味
と
は
智
慧
な
り
。
亦

た
是
は
法
身
般
若
解
脱
な
り
。
正
覺
所
證
の
三
徳
、
半
浦
所
説
の
三
學
之
に
収
む
。
何
れ
の
教
證
か
撮
せ
ざ
ら
ん
。
又
持
と
は
空
観
な

り
、
徒
と
は
似
観
な
り
、
和
合
と
は
中
観
な
り
。
亦
た
是
は
空
理
無
相
無
作
な
り
。
賢
聖
所
修
の
三
観
、
偏
園
所
談
の
三
味
之
を
撮
す
。

何
れ
の
観
行
か
納
ら
ざ
ら
ん
。
故
に
皆
悉
具
足
と
説
く
。
巧
術
な
る
哉
、

一
粒
の
妙
薬
、
色
香
美
味
持
徒
和
合
の
功
を
備
ふ
。
高
妙
な

る
哉
、　
一
首
の
妙
名
、
戒
定
恵
解
空
俄
中
道
の
徳
を
具
す
。
三
學
を
口
に
唱

へ
、
三
観
を
舌
に
囀
ず
。
故
に
三
學
口
博
を
名
け
て
妙
法

と
日
ふ
と
繹
し
、　
一
心
三
観
を

一
言
に
博
ふ
と
判
ず
。
大
悲
の
窮
源
な
り
、
易
行
の
終
極
な
り
。
故
に
興
子
令
服
毒
病
皆
愈
と
説
く
。

以
て
之
を
唱
ふ
る
に
痰
惑
悉
く
除
く
る
に
比
ぶ
。
本
心
と
病
心
と
全
く
二
無
し
、
而
し
て
生
佛
迷
悟
相
印
の
心
法
に
類
す
。
身
の
病
除

く
る
を
ば
拳
げ
て
生
死
の
報
色
、
印
ち
遮
那
の
員
膿
と
韓
ず
る
に
書
ふ
。
心
の
病
み
愈
ゆ
る
を
説
い
て
煩
悩
の
子
縛
、
忽
ち
に
究
党
の

妙
智
と
開
く
る
に
喩
ふ
。
色
心
快
柴
な
り
。
故
に
無
始
の
色
心
妙
境
妙
智
と
繹
し
て
内
心
の
清
凍
と
成
る
は
自
證
の
嚢
明
な
り
、
外
用

強
力
と
作
る
は
垂
應
遍
浦
に
し
て
自
他
自
在
な
り
。
故
に
自
他
倶
安
同
婦
常
寂
と
定
む
。
只
だ
是
れ

一
粒
の
薬
用
な
り
。
以
て

一
稀
の

妙
能
に
善
ふ
修
す
べ
し
信
ず
べ
し
。
故
に
汝
可
取
服
勿
憂
不
差
と
示
す
。
喜
し
き
哉
。
信
心
の
道
俗
、
報
を
悪
世
に
感
ず
と
雖
も
、
種
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智
の
紅
薬
を
嘗
め
て
不
滅
の
遠
壽
を
得
。
営
饉
の
青
蓮
に
坐
し
て
無
作
の
覺
位
に
昇
る
。
悲
し
い
哉
。
諸
宗
の
迷
者
は
心
を
三
毒
に
起

し
乍
ら
本
佛
に
背
き
、
薄
徒
は
良
薬
讐
を
打

つ
病
人
の
如
し
。
本
法
を
捨

つ
る
教
徒
は
妙
薬
を
嫌
ふ
人
に
似
た
り
。
哀
む
べ
し
、
救
ふ

べ
し
。
経
に
云
く
此
子
可
感
鶯
毒
所
中
心
皆
顛
倒
と
文
ｏ
愛
に
吾
が
師
蓮
公
薩
墟
恭
く
も
塔
中
大
牟
尼
の
属
累
を
稟
け
て
暫
く

（日
本
の

國
土
に
）
誕
生
を
示
し
、
内
に
聰
恵
明
達
の
讐
解
を
朗
に
し
、
外
に
遣
使
還
告
の
佛

（誡
）
を
重
ん
じ
、
手
に
要
法
好
薬
の
芳
嚢
を
提

げ
て
以
て
逆
謗
愚
味
の
狂
子
に
授
け
給
ふ
。
而
る
に
忠
言
耳
に
逆
ふ
が
故
に
爾
々
逆
佛
の
羅
を
増
し
、
良
薬
口
に
苦
き
が
故
に
盆
々
謗

法
の
非
を
長
ず
。
爾
る
に
大
悲
息
む
こ
と
無
く
巧
智
乾
か
ざ
れ
ば
、
頻
り
に
薬
鼓
を
震
つ
て
之
を
救
療
し
、
強
い
て
甘
露
を
溜
い
で
之

を
治
済
し
給
ふ
。
是
れ
豊
に
入
重
玄
門
の
大
士
、
本
化
讐
王
の
大
悲
に
ま
し
ま
さ
ざ
ら
ん
や
。
故
に
繹

（止
八
）
に
云
く
大
讐
王
は
能

く
病
人
の
毀
辱
を
忍
ん
で
爾
々
救
助
の
妙
薬
を
授
く
、
鬼
魔
の
病
人
は
讐
を
打
罵
せ
ん
こ
と
を
知
る
を
以
て
の
故
に
、
菩
薩
も
亦
た
爾

な
り

（取
意
）
。
然
る
に
大
祀
は
域
時
は
御
身
を
伊
豆
佐
渡
の
波
濤
に
碑
い
て
以
て
身
軽
法
重
の
金
言
を
崇
め
、
或
と
き
は
御
命
を
東
條

龍
日
の
土
壌
に
捨
て
以
て
死
身
弘
法
の
玉
詞
を
尊
び
給
ふ
。
情
ら
彼
の
捨
身
捨
命
の
苦
行
を
惟
付
し
上
る
に
、
且
は

一
切
衆
生
の
営
末

の
苦
に
代
ら
ん
が
鶯
め
、
且
は

一
門
遺
弟
の
無
行
の
功
有
ら
し
め
ん
が
鶯
な
り
。
今
吾
等
、
設
ひ
身
を
雪
嶺
の
石
窟
に
投
ぐ
と
雖
も
争

か
遠
流
陸
沈
の
厚
恩
を
報
じ
上
ら
ん
。
亦
た
骨
を
香

（蕃
）
城
の
鐵
壁
に
砕
く
と
雖
も
那
ぞ
無
犯
死
罪
の
深
徳
を
謝
し
上
ら
ん
。
徒
に

臥
し
徒
に
起
き
ん
は
冥
見
怖
る
べ
し
。
空
く
明
し
空
く
暮
さ
ん
は
照
覧
恥
づ
べ
し
。
真
く
ば
信
心
の
絶
素
、
渇
仰
骨
髄
に
徹
し
、
信
心

の
身
毛
竪
つ
て
上
は
極
果
の
命
根
を
績
け
給
ふ
。
菩
は
印
ち
上
求
に
非
ら
ず
や
。
下
は
阿
鼻
の
重
苦
を
救
ひ
給
ふ
、
薩
は
印
ち
下
化
に

非
ら
ず
や
。
故
に
日
蓮
大
菩
薩
と
稽
し
上
る
な
り
。
経
に
云
く
営
知
此
人
是
大
菩
薩
成
就
阿
将
多
羅
三
貌
三
菩
提
哀
慈
衆
生
此
人
間
廣

演
分
別
妙
法
華
経
文
。
己
上

南
無
妙
法
蓮
華
経
　
南
無
日
蓮
大
菩
薩

師
の
仰
に
云
く
、
教
行
證
を
以
て
六
印
に
配
せ
ば
、
教
は
名
字
、
行
は
観
行
相
似
、
證
は
分
身
究
寛
な
り
。
本
門
の
心
は
名
字
本
覺
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な
る
故
に
教
と
名
と
を
本
と
鶯
す
。
教
は
下
種
の
位
な
る
故
に
根
本
な
り
。
之
を
知
ら
ざ
る
諸
宗
は
教
の
外
の
證
を
尚
ぶ
、
豊
に
種
を

捨
て
て
菓
を
取
ら
ん
や
。
営
家
の
教
證
不
二
は
螢
心

（名
字
）
畢
党

（妙
覺
）
二
に
し
て
別
な
ら
ぎ
る
意
な
り
。
又
五
章
を
以
て
三
盆

に
習
ふ
、
本
述
の
不
同
口
博
之
れ
在
り
、
若
人
不
信
。
繹
に
云
く
謗
法
の
罪
苦
長
劫
に
流
る
と
。
私
に
云
く
他
宗
の
謬
を
知

つ
て
世
間

の
佛
種
を
解
く
と
。

若
善
比
丘
。
繹
に
云
く
佛
法
の
中
の
怨
倶
に
地
獄
に
堕

つ
と
。
私
に
云
く
自
宗
の
用
心
を
明
す
な
り
。

示
し
て
云
く
今
述
る
所
は

一
念
信
解
の
上
の
教
行
證
の
二
重
を
以
て
竪
の
経
と
鶯
し
、　
一
化
所
説
の
上
の
権
述
本
の
二
重
を
以
て
横

の
緯
と
鶯
し
て
織
り
顧
す
虎
の
苔
衣
な
り
。
綴
の
袖
を
以
て
紅
葉
に
更

へ
る
様
有
り
。
故
に
聯
か
卑
醜
を
覆
し
て
忘
想
纏
縛
の
蚊
虻
を

防
ぎ
陣
質
を
隠
し
て
迷
倒
結
葉
の
風
霜
を
凌
ん
と
欲
す
。
夫
れ
櫂
賓
本
を
畢
ぐ
と
雖
も
、
曾
て
常
途
の
配
立
に
非
ら
ず
。
同
く
台
家
の

心
は
五
重
興
康
を
立
て
て
而
も
多
途
を
撮
す
。
今
述
る
所
の
旨
は
彼
の
五
重
を
以
て
此
の
二
重
に
撮
す
。
所
以
に
彼
の
第
二
の
本
の
大

教
は
述
中
之
本
の
本
な
る
が
故
に
比
の
第
二
重
の
撮
す
る
所
と
鶯
す
。
教
の
下
見
る
べ
し
。
又
第
四
の
観
の
大
教
を
以
て
今
の
第
二
重

に
撮
す
、
述
門
流
通
の
理
観
な
る
が
故
な
り
。
観
の
下
見
る
べ
し
。
亦
た
第
五
元
意
の
大
教
を
以
て
此
の
第
二
重
に
撮
す
、
述
の
元
意

に
し
て
本
門
本
因
元
旨
非
ざ
る
が
故
な
り
。
證
の
下
察
す
べ
し
。
故
に
今
此
の
第
二
重
の
本
は
正
像
未
頴
の
本
中
之
本
の
本
門
な
り
。

教
行
證
も
亦
た
然
な
り
。
台
家
所
談
の
二
重
は
述
門
の
五
章
な
り
。
所
以
に
教
は
用
と
教
な
り
、
行
は
宗
な
り
、
證
は
誰
な
り
。
述
門

は
名
椴
膿
賞
な
る
故
に
名
の
章
を
教
に
撮
す
。
故
に
教
行
證
は
五
重
玄
な
り
。
述
中
三

一
の
巧
高

一
期
な
れ
ば
諸
味
諸
宗
に
超
過
す
る

な
り
。
今
此
の
二
重
は
本
の
五
重
玄
な
り
。
故
に
教
の
源
に
要
玄
を
置
く
。
妙
名
所
具
の
三
章
を
以
て
二
重
に
判
ず
る
故
に
證
の
終
り

亦
た
要
玄
に
掃
る
な
り
。　
一
巻
の
始
終
心
水
を
澄
し
て
見
る
べ
し
。
是
れ
則
ち
本
覺
妙
名
所
顧
の
二
重
な
り
。
名
と
云
ふ
も
似
名
に
非

ら
ず
膿
な
り
所
詮
な
り
。
故
に
本
地
の
奥
蔵
と
繹
す
。
又
教
に
非
ら
ず
、
故
に
鶯
教
正
主
、
或
は
若
論
教
旨
と
判
ず
。
爾
れ
ば
本
門
総

名
名
が
家
本
覺
の
教
行
證
な
れ
ば
前
代
未
聞
な
り
。
本
地
の
総
別
諸
説
に
超
過
す
と
繹
し
、　
一
に
は
印
ち
前
十
四
品
に
超

へ
、
二
に
は
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印
ち

一
代
教
門
に
超
ゆ
と
定
む
る
線
別
の
教
行
證
、
豊
に
諸
宗
台
家
に
超

へ
ざ
ら
ん
や
。
斯
の
旨
を
明
さ
ざ
る
諸
門
徒
は
台
家
所
博
の

證
の
重
を
以
て
宗
極
と
執
る
。
哀
む
べ
し
。
是
れ
則
ち
雨
宗
の
宗
教
宗
旨
を
習
は
ざ
る
故
な
り
。
吾
等
宿
習
喜
ぶ
べ
し
。
全
く
自
讃
毀

他
に
非
ら
ず
。
只
だ
蓮
隆
の
恩
山
至
高
な
る
を
示
す
の
み
。
例
せ
ば
天
笠
の
大
論
尚
ほ
其
の
類
に
非
ら
ず
、
震
且
の
人
師
何
ぞ
労
し
て

語
ふ
に
及
ば
ん
。
此
れ
誇
耀
に
非
ら
ず
法
相
の
然
る
の
み
と
云
ふ
が
如
し
。
生
智
は
自
ら
智
り
、
賢
人
は
聞
い
て
信
ず
べ
し
。
罪
根
深

重
の
徒
は
人
を
軽
ん
じ
て
信
ず
る
能
は
ず
。
不
信
は
逆
縁
な
る
べ
し
。
若
し
自
行
化
他
の
志
無
く
し
て
之
を
見
れ
ば
蓮
隆
の
冥
罰
を
蒙

る
べ
き
の
み
。
受
教
蒙
訓
の
人
の
鶯
の
所
記
な
る
故
に
憚
を
残
さ
ず
之
を
誡
む
。
病
中
の
所
述
、
哀
む
べ
し
。
題
の
回
向
を
侍
む
の
み
。

時
に
應
仁
元
暦
　
秩
劾
　
四
月
九
日
、
園
像
坊
法
師
日
頴
、　
一
寺
の
使
者
と
鶯

つ
て
、
伊
州
下
向
の
時
、
強
に
之
を
競
望
す
。
県
止
し

難
し
。
故
に
若
樹
若
石
の
誡
を
畏
れ
て
、
思
ひ
を
馬
蹄
に
任
せ
、
若
田
若
里
の
諫
を
重
ん
じ
て
志
を
克
宅
に
託
す
。
猶
ほ
憾
く
は
詞
海

水
浅
く
し
て
、
曾
て
法
性
の
淵
底
を
顧
さ
ず
。
文
峰
道
狭
く
し
て
、
都
べ
て
玄
宗
の
極
地
に
羨
ら
ず
。
剰

へ
病
風
騒
で
恵
燈
幽
か
に
癖

雨
乱
れ
て
萱
草
深
し
。
故
に
卒
示
の
所
述
、
尚
ほ
未
だ
愚
慮
を
壷
さ
ず
。
安
ぞ
聖
意
に
徹
す
る
こ
と
を
得
ん
。
然
り
と
雖
も
、
唯
々
蓮

隆
明
眼
の
月
を
拳
げ
て
、
曲
會
私
情
の
雲
を
加

へ
ず
。
敢
て
軽
賤
す
る
こ
と
無
し
。
文
の
脱
落
の
絆
。
後
賢
の
許
覧
を
嘘

つ
焉

繹

血
（

愚
　
　
歌

季

ヘ
ヌ
ル
病
ノ
ュ
カ
ノ
調

ニ
モ
マ
コ
ト
御
天
ノ
月
ソ
ノ
コ
レ
ル

テ
ラ
セ
月
ッ
レ
テ
ヲ
ユ
カ
ン
苔
ノ
下
草
ノ
陰
野
ノ
露
ノ
底

マ
テ

詠
三
詩
和
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
三
字
表
縁
日

寺

ゴ

眸

巫

日

育

是

獄

理

化

利
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詠
教
詩

枝
末
八
教

園
珠
華

根
本

一
乗
如

金
蓮

・

詠
行
詩

但
中

述

理
如
二
星
月
一

本
門

要

観

是

日
輪

詠
證
詩

四
佛
近
成
皆
無
常

三
身
遠
壽
悉
不
滅

教
行
證
詠

一
首

湮返
掃

二
久
遠
妙
因
果

・

誰
執
槽
述

断
二佛
種

・

焉
得

二解
氷
澄
心
水

・

故

到

レ
開
或
頴
二智

源

・

是
故
知
莫

二
不
死
方
・

明

在

本
法
玄
妙

薬

（以
上
）
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「教
観
樹
扇
録
」
の
刊
行
に
つ
い
て

桃

井

観

城

皇
威
八
絋
に
燦
然
と
輝
く
皇
紀
二
千
六
百
年
を
迎

へ
奉
り
、
天
平
の
昔
、
萬
葉
歌
人
が
、
天
壌
無
窮
、
國
運
爾
榮
に
し
て
聖
恩
の
廣

大
無
邊
に
感
泣
し
た
感
激
に
も
優
る
感
激
を
覺
え
、
今
更
乍
ら
建
國
三
千
年
―
我
が
日
本
が
歩
ん
で
末
た
歴
史
の
偉
大
さ
に
、
驚
か
さ

れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
今
や
聖
戦
第
四
年
―
我
々
は
徒
ら
に
過
去
を
讃
美
し
、
回
想
の
夢
を
追
ふ
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々

は
今
胸
中
に
脈
博

つ
聖
紀
の
感
激
を
以
て
祀
先
の
遺
風
を
顧
彰
し
、
こ
れ
を
基
準
と
し
て
特
末
に
進
展
、
飛
躍
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
興
亜

躍
進
の
前
途
が
ひ
ら
け
る
の
で
あ
り
ま
す
。

時
恰
も
陽
春
五
月
、
我
が
大
本
山
本
能
寺
に
於
て
は
、
皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
國
蒔
大
法
要
が
虔
修
さ
れ
、
殊
に
本
能
寺
第
四
世
中

興
日
興
上
人
の
四
百
五
十
遠
忌
を
併
修
し
て
、
崇
祖
報
恩
の
誠
を
場
さ
れ
ま
す
こ
と
は
費
に
意
義
深
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
に
あ
た
り
、
不
肖
は
か
ら
ず
も
、
皇
紀
二
千
六
百
年
法
要
事
務
局
の
嘱
託
を
う
け
日
興
上
人
の
御
著
、
教
観
樹
扇
録

（草
本

か
）
を
刊
行
し
、
そ
の
遺
徳
を
鑽
仰
し
奉
り
、
以
て
御
報
恩
謝
徳
に
擬
し
奉
ら
ん
と
す
る
は
感
激
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。
願
く
ば
諸
師
、

こ
の
意
を
諒
せ
ら
れ
、
興
學
布
教
御
研
鑽
の
御
参
考
に
な
ら
ば
、
幸
甚
と
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。

０
原
本
は
敦
賀
市
本
隆
寺
所
蔵
で
、
紙
敷
廿
五
張
袋
綴
の
も
の
を
、
昭
和
十
年
十
月
十
日
前
管
長
赤
澤
日
雄
大
信
正
、
御
開
山
御
降
誕

五
百
五
十
年
記
念
に
、
こ
れ
を
改
装
、
各
紙

（竪
六
寸
六
分
横
四
寸
、
四
十
九
丁
は
竪
六
寸
六
分
横
二
寸
四
分
を
現
存
す
）
を
修
理
、

各
丁
毎
に
墓
紙
を
貼
付
し
て
保
存
に
萬
全
を
施
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
各
紙
の
行
数
は
七
行
、
字
詰
は
十
六
字
乃
至
十
二
字
、
但
し
第

四
十
八
丁
、
第
四
十
九
丁
は
詩
歌
。

-49-



日
本
書
の
著
述
年
代
は
、
奥
書
に
あ
る
如
く
應
仁
元
年
四
月
九
日
で
あ
り
ま
し
て
、
日
興
上
人
御
年
四
十
二
歳
、
尼
ヶ
崎
本
興
寺
第
五

祀
御
縫
承
後
第
二
年
目
、
回
像
坊
日
頴
法
師
の
競
望
に
よ
り
、
御
病
中
に
も
不
拘

「蓮
隆
明
眼
の
月
を
學
げ
て
、
曲
會
私
情
之
雲
を

加

へ
ず
」
と
仰
せ
ら
れ
た
名
著
で
あ
り
ま
し
て
、
内
容
は
讃
語
、
教
道
指
南
録
、
観
門
枢
撻
録
、
要
蔵
開
示
録
に
亘
つ
て
、
教
行
證

の
二
重
を
直
裁
簡
明
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

日
本
書
の
研
究
書
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
十

一
年
十

一
月
十
六
日
、
赤
澤
上
人
の

「樹
扇
録
講
引
」
（四
百
字
詰
原
稿
百
六
十
枚
）
が
あ

る
。
樹
扇
録
の
文
々
句
々
に
つ
い
て
、
そ
の
蘊
蓄
を
傾
け
ら
れ
た
講
本
で
あ
り
ま
す
。
篤
學
の
士
は
往
見
さ
れ
た
い
。

四
本
書
は
最
初
活
字
本
の
み
に
て
刊
行
す
る
豫
定
で
あ

つ
た
の
を
、
活
字
本
で
は
免
れ
得
な
い
、
誤
字
脱
字
が
先
師
の
遺
徳
を
胃
漬
す

る
事
を
慮
り
、
大
阪
軍
式
印
刷
の
東
幾
太
郎
君
に
依
頼
し
て
、
古
本
を
複
製
し
、
先
哲
の
墨
眼
に
親
し
く
接
し
、
遺
徳
顧
彰
の
賞
に

資
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

０

「教
親
樹
扇
録
詳
讀
」
は
讀
者
の
便
に
供
す
る
目
的
を
以
て
、
成
る
べ
く
原
本
に
忠
賓
に
書
き
下
し
文
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
時

代
的
愛
遷
の
あ
る
似
名
遣
ひ
等
多
少
原
文
と
相
違
す
る
粘
並
に
法
要
諸
準
備
多
忙
の
時
の
詳
讀
な
れ
ば
誤
讀
校
正
の
脱
漏
等
は
諒
承

さ
れ
た
い
。
尚
ほ
御
氣
付
の
粘
は
御
教
示
を
乞
ふ
。
原
本
引
用
経
繹
の

一
々
に
つ
き
原
典
と
の
校
合
を
完
ふ
す
る
こ
と
の
出
末
な
か

つ
た
の
は
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

因
複
製
本
表
紙
の
題
字
は
大
本
山
本
能
寺
第
六
十
六
世
日
宰
上
人
の
謹
書
で
あ
り
ま
す
。
原
本
に
は
表
紙
を
快
く
。

問
本
書
出
版
に
封
し
て
大
阪
本
経
寺
住
職
赤
澤
正
淳
師
が
恩
師
日
雄
上
人
第
二
回
忌
報
恩
の
馬
め
多
大
の
御
支
援
を
下
さ
つ
た
こ
と
、

そ
の
他
直
接
間
接
に
御
援
助
を
賜
つ
た
諸
師
に
深
く
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ω
尚
ほ
日
興
上
人
の
御
著
述
は
本
書
の
外
に
碧
薙
章
、
華
菓
賞
録
、
四
経
抄
、
法
花
和
語
記
、
観
心
本
尊
抄
見
聞
、
名
目
見
聞

（名
目

私
案
立
）
本
門
妙
経
、
妙
経
大
意
、
略
経
抄
、
類
雑
、
論
義
集
、
和
歌
要
文
、
蒐
玖
波
集
、
等
を
博
ふ
。
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得
入
無
上
道

本
能
寺

日
興
上
人
詠
歌

は

累

々

夜

農

ほ

し

と

月

と

の

ひ

か

り

を

も

お

さ

め

亭

た

か

幾

日

の

み

か

け

閑

那
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金
剛
院
日
興
上
人
御
事
蹟
略
年
譜

應
永
対
三

（
二
〇
八
六
）

日
興
上
人
撮
州
矢
部
郡
尻
池
村

二
御
生
誕
ア
リ
。

賓
徳
　
一
一
含
一
一
一
〇
）

御
年
十
五
歳
、
時
宗
兵
庫
員
光
寺
ヨ
リ
日
隆
上
人
ノ
門

二
掃

伏
セ
ラ
ル
。

寛
正
　
一九

含
一
〓

一〇
）

御
年
片
五
歳
、
一
條
兼
良
公
ノ
御
召

ニ
ヨ
リ
参
殿
、
法
華
要

品
ヲ
講
説
セ
ラ
レ
同
公
上
人
ヲ
嘉
賞

ス
。

同

　

ニハ

含
一
〓

一五
）

御
年
四
十
年
、
本
興
寺
第
五
祀

二
迎

ヘ
ラ
レ
、
隆
尊
ノ
第

一

周
忌
報
恩
法
要
ヲ
螢
ム
。

文
正
　
一九

含
一
≡

王
Ｃ

御
年
四
十

一
歳
、
十
月
十
五
日

一
條
太
閤
卜
共

二
、
本
能
寺

二
於
テ
大
連
歌
會
ヲ
催
ス
。
隆
尊
ノ
第
三
回
忌
ヲ
螢
ム
。

應
仁
　
一九

含
一
〓

一七
）

御
年
四
十
二
歳
。
本
妙
寺
本
隆
寺
法
度
ヲ
定
ム
。
四
月
九
日

教
観
樹
扇
録
ヲ
著
ス
。

應
仁
　
一
一
含
一
〓

一八
）

御
年
四
十
三
歳
、
三
月
十
九
日
檀
少
檜
都

二
任
ゼ
ラ
ル
。

文
明
　
一
一
含
〓

〓
一〇
）

御
年
四
十
五
歳
、
隆
尊
ノ
第
七
回
忌
ヲ
能
興
雨
山
二
於
テ
螢

ム
。

同

　

一二

含
一
三
二
こ

御
年
四
十
六
歳
、
十

一
月

一
日
本
妙
、
本
隆
雨
本
寺
法
燈
並

二
門
徒
蓋
未
末
際
法
度
ヲ
定
メ
給
フ
。

文
明
　
五

（
二

一
三
一こ

御
年
四
十
八
歳
、
一
一月
碧
羅
章
ヲ
著
シ
八
月
ョ
リ
名
目
私
案

八
帖
ヲ
述
作
ス
。
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同

　

七

（
二

一
二
五
）

御
年
五
十
歳
、
本
能
寺
ヲ
兼
帯
シ
、
本
能
寺
ノ
堂
塔
次
第

ニ

完
備
ス
卯
月
大
本
尊
ヲ
浄
順

二
授
典
ア
リ
。

同

　

八

（
二

一
三
六
）

御
年
五
十

一
歳
、
隆
尊
ノ
十
三
回
忌
法
要
ヲ
雨
寺

二
螢
ム
。

文
明
　
十
二

（
二

一
四
〇
）

御
年
五
十
五
歳
、隆
尊
ノ
第
十
七
回
忌
ヲ
雨
寺

二
於
テ
螢
ム
。

同

　

十
三

（
二

一
四

一
）

御
年
五
十
六
歳
。
宗
祀
三
百
遠
忌
ヲ
雨
寺

二
虔
修
。
一
一月
本

尊
ヲ
道
善

二
、
八
月
本
尊
ヲ
四
郎
次
郎

二
授
興
ス
。

同

　

十
八

（
二

一
四
六
）

御
年
六
十

一
歳
、
五
月
十
三
日
十
四
人
連
歌
會
ヲ
本
能
寺

ニ

テ
催
ス
。
八
月
十
七
日
本
能
寺
地
域
問
題
解
決
ス
。

長
享
　
一九

含
一
一
四
八
）

御
年
六
十
三
歳
、隆
尊
ノ
第
十
五
回
忌
法
要
ヲ
雨
山
二
厳
修
。

延
徳
　
一九

含
一
一
四
九
）

御
年
六
十
四
歳
、
二
月
十
三
日
隆
賢

へ
六
月
九
日
秀
隆

へ
、

九
月
廿
四
日
正
永

へ
各
本
尊
ヲ
授
興
シ
、
同
年
法
善
坊
日
榮

二
坊
日
琥
ヲ
補
任
ス
。

二

（
二

一
五
〇
）

御
年
六
十
五
歳
、
卯
月
本
尊
ヲ
隆
砧

二
授
興
。
法
華
話
語
記

ヲ
著
ス
。

〓
一　
含
一
一
五

一
）

御
年
六
十
六
歳
、
一
一月
九
日
本
尊
ヲ
日
雅

二
授
典
。
四
月
十

三
日
本
興
寺
ヲ
日
盛
上
人

二
譲
り
、
六
月
九
日
本
能
寺

二
於

テ
御
遷
化
。

同同
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